
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂版６年上例題解説 第 12回                    中学受験のヘクトパスカル 

 

(1) Qの円周上の４等分点に目印の A，B，C，D を右の図のように 

つけていきます。 

現在アと Cが対応しています。 

次は， 

イと B⇒ ウと A ⇒ エとＤ と対応します。 

Aがハートの上側，Cがハートの下側になることに注意して， 

書き入れると，右の図のようになります。 

 

(2) 

ハートが上を向いているのは，Qが１周する 

間に２回あります。 

 ↓ 

Q自身は２回転していることがわかります。 
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※平面上では１回転は円周の長さ分ですが，このように円周上を回転する場合は Q 自身

も下方向に自転しているので平面上より小さい道のりで１回転してしまいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂版６年上例題解説 第 12回                        中学受験のヘクト

パスカル 

 

(1)  

円周上を転がるときは，Q 自身も下方向に転がるため，平面上を転がるより小さい道のりで１回

転します。 

図の赤線部分の長さは等しいですから， 

アとイの中心角の比は半径の逆比になります。 

ア:イ＝
1

2
:
1

1
＝1:2 

アと★は平行線のさっ角より，ア＝★ 

   ↓ 

★+イ=360度 

  

角ア＝360x
1

1+2
＝120(度) 

角イ＝360-120＝240(度) 

 

 

２ 

１ 

同じ長さ 

 

(2) 

 Pの角度が 120度になる間に，Qは１回転しま

すから， 

もとの位置に戻るまでに Qが回転する回数は， 

 360÷120＝3 ⇒ ３回転 

 

3回転 
角ア・・・120度  角イ・・・240度 

 


